
健康と医療に関するお役立ち情報誌

一般財団法人 宮城県成人病予防協会  機関誌ツーバーズ VOL.163

事業所探訪 第44回

株式会社宮城テレビ放送 様

エッセイ

連載エッセイ・佐伯一麦 「三病息災」
第45回 「熊と文学」

HEALTH+

健康維持の活動をご一緒に！

ケンカツ 第1回

巻頭
特集

健
診
で
見
つ
か
る
腎
泌
尿
器
疾
患

健
診
で
見
つ
け
て
早
め
の
治
療

腎
臓
病
の
予
防
と
泌
尿
器
が
ん
の

早
期
発
見
の
た
め
に



特
集
◦
健
診
で
見
つ
か
る
腎
泌
尿
器
疾
患

左
右
一
対
の
臓
器
で
す
。そ
の
役
割
は
主
に
腎

臓
内
の「
糸
球
体
」と
い
う
組
織
で
血
液
を
濾
過

し
て
、老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
尿
と
し
て
排

泄
す
る
こ
と
で
す
が
、他
に
も
水
分
や
電
解
質

の
調
整
、血
圧
の
調
整
、造
血
の
促
進
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、体
内
環
境
を
最
適
な
状
態
に
保
つ

た
め
常
に
働
い
て
い
ま
す
。生
命
維
持
に
必
要

不
可
欠
な
腎
臓
で
す
が
、機
能
が
低
下
し
て
も

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
健
診
で
の

チ
ェ
ッ
ク
が
大
切
で
す
。

知
っ
て
お
き
た
い

泌
尿
器
科
で
扱
う
臓
器

　
泌
尿
器
科
で
扱
う
臓
器
は
、腎
、尿
管
、膀
胱
、

腎
泌
尿
器
系
の
検
査
結
果
で

体
か
ら
の
サ
イ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク

　

一
般
的
に
、尿
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と

言
わ
れ
、老
若
男
女
問
わ
ず
体
内
環
境
の
変
化

が
あ
ら
わ
れ
や
す
い
も
の
で
す
。健
診
に
は
、尿

検
査
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
腎
泌
尿
器
系
の

検
査
項
目
が
あ
り
ま
す
。健
診
で
の
数
値
の
変

化
を
見
逃
さ
ず
、病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

腎
臓
と
は
ど
ん
な
臓
器
？

そ
の
重
要
な
役
割
と
は

　

腎
臓
は
背
中
側
の
腰
の
上
部
に
位
置
す
る

健
診
に
は
腎
泌
尿
器
系
の
項
目
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
腎
泌
尿
器
疾
患
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
、
中
央
診
療
所
の
泌
尿
器
科
を
担
当
す
る

金
藤
博
行
先
生
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
診
で
見
つ
け
て
早
め
の
治
療

腎
臓
病
の
予
防
と
泌
尿
器
が
ん
の

早
期
発
見
の
た
め
に

尿
道
な
ど
の「
腎
尿
路
系
」と
、膀
胱
、

前
立
腺
、精
嚢
腺
、陰
茎
、精
巣
上
体

（
副
睾
丸
）、精
巣（
睾
丸
）な
ど
の「
男

性
生
殖
器
」で
す
。検
査
の
結
果
次
第

で
、腎
臓
の
機
能
低
下
に
関
す
る
疾

患
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
腎
臓
内
科

へ
、泌
尿
器
科
系
疾
患
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
泌
尿
器
科
へ
と
紹
介
さ
れ
る

流
れ
と
な
り
ま
す
。

腎泌尿器疾患の予防は、
健診での数値の変化を
見逃さないことが
大切です

［泌尿器科で扱う臓器］

腎
泌
尿
器
系
の
項
目

　

健
診
に
お
け
る
腎
泌
尿
器
系
の
検
査
項
目

は
次
の
通
り
で
す
。

［
尿
検
査
］

尿
一
般 

：  

尿
蛋
白
、尿
潜
血

尿
沈
渣 

： 

赤
血
球
、白
血
球
、円
柱
、上
皮
、細
菌

［
血
液
検
査
］

Ｃ
ｒ（
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）、e
G
F
R（
推
測
糸

球
体
濾
過
率
）、尿
酸
、P
S
A（
前
立
腺
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
）

［
腹
部
超
音
波
検
査（
エ
コ
ー
）］

腎
、膀
胱
、前
立
腺

　
毎
年
、健
診
を
受
け
て
い
る
と
デ
ー
タ
か
ら

変
化
や
異
常
を
見
つ
け
や
す
く
な
り
、次
の
よ

う
な
腎
泌
尿
器
疾
患
が
見
つ
か
り
ま
す
。

●
見
つ
け
ら
れ
る
疾
患

【
泌
尿
器
科
的
疾
患
】

［
腎
］腎
嚢（
の
う
）胞
、腎
結
石
、腎
が
ん
、

　
　

腎
盂
が
ん

［
膀
胱
］炎
症
、結
石
、膀
胱
が
ん

［
尿
道
］炎
症

［
前
立
腺
］前
立
腺
が
ん
、前
立
腺
肥
大
症

【
腎
臓
内
科
的
疾
患
】

慢
性
糸
球
体
腎
炎
、慢
性
腎
臓
病
、

高
尿
酸
血
症

［
尿
検
査
］

尿
検
査
で
異
常
を

指
摘
さ
れ
た
場
合

　
尿
検
査
に
は
、腎
機
能
の
状
態
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
。腎
で
は
糸
球
体
で
血
液
を
濾
過
し
て
尿

検査センター内の様子

PROFILE
東北大学医学部卒業、日本泌尿器科学会認定泌尿器科専門
医。2003年、かねとう腎泌尿器科クリニック開設(2024年に
医院承継)。「泌尿器科専門医として40年以上の臨床経験を生
かして診療いたします。健診で腎泌尿器系の異常を指摘され
た方は、必ず泌尿器科を受診することをお勧めします」

健診で見つかる腎泌尿器疾患

を
作
っ
て
い
ま
す
が
、何
ら
か
の
原
因
で
糸
球

体
に
障
害
が
起
こ
る
と
蛋
白
や
赤
血
球
が
濾

過
し
き
れ
ず
、尿
に
混
じ
っ
て
き
ま
す
。

●
尿
蛋
白

　
尿
蛋
白
は
、健
診
時
の
体
調
や
濃
い
尿
の
時

に
陽
性
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
+
）以

上
は
再
検
査
が
必
要
で
す
。

●
正
常
： （
−
）

●
異
常
： （
±
）、 （
+
）、 （
2
＋
）、（
3
＋
）

　
尿
蛋
白
の
原
因
と
し
て
、慢
性
糸
球
体
腎
炎

や
糖
尿
病
性
腎
症
な
ど
の
腎
疾
患
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。ま
た
、起
立
性
蛋
白
尿
、体
調
不
良
、

激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
、脱
水
症
状
な
ど
の
病
的
で

は
な
い
原
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
。蛋
白
尿
の
程

度
、血
尿
を
伴
う
か
否
か
、腎
機
能
低
下
は
な

い
か
、腎
の
形
態
異
常
が
な
い
か
等
を
あ
わ
せ

て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

◉
蛋
白（
±
）→
様
子
を
見
る

◉
蛋
白（
+
）→
3
ヶ
月
後
再
検
査

◉
蛋
白（
2
＋
）以
上
→
腎
臓
内
科
へ

◉
血
尿
・
腎
機
能
低
下
を
伴
う

　
→
腎
臓
内
科
へ

●
尿
潜
血
・血
尿

　
血
尿
は
、尿
に
赤
血
球
が
多
く
入
る
状
態
を

指
し
ま
す
。尿
沈
渣
で
赤
血
球
数
が
5
個
／
視

野
以
上
を
血
尿
と
診
断
し
ま
す
。尿
潜
血
反
応

は
試
験
紙
で
血
尿
の
有
無
を
簡
易
に
見
る
検

査
方
法
で
、血
尿
が
な
く
て
も
陽
性
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す（
尿
潜
血
擬
陽
性
）。尿
潜
血

陽
性
は
血
尿
で
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、再

検
査
が
必
要
で
す
。

尿
潜
血
反
応

●
正
常
：（
−
） 

金藤　博行

宮城県成人病予防協会

附属仙台循環器病センター

中央診療所 泌尿器科

【施設健診と診療の体制】
肺 肺

心臓

腎臓

膀胱

尿
↓

尿
↓

大
動
脈

下
大
静
脈

血管

糸球体

尿細管

尿

必要なものは
体内で吸収 不要物が

尿として
体外へ排出

老廃物を
含んだ血液

こし出された
老廃物

きれいになった
血液は体内へ

●
異
常
：（
±
）、 （
+
）、 （
2
＋
）、（
3
＋
）

尿
沈
渣

●
正
常
：
赤
血
球
数 

0
︱
4
個
／
視
野

●
異
常
：
赤
血
球
数 
5
個
／
視
野
以
上

　

血
尿
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
サ
イ
ン
と
な

る
場
合
が
あ
り
、健
診
で
異
常
が
あ
れ
ば
泌
尿

器
科
受
診
が
必
要
で
す
。

血
尿
の
原
因
に
な
る
病
気

［
腎
］腎
結
石
、腎
が
ん
、腎
盂
が
ん
、

      

慢
性
糸
球
体
腎
炎

［
尿
管
］尿
管
結
石
、尿
管
が
ん

［
膀
胱
］膀
胱
炎
、結
石
、膀
胱
が
ん

［
尿
道
］尿
道
炎

［
前
立
腺
］前
立
腺
肥
大
症
、前
立
腺
が
ん

●
尿
中
白
血
球
陽
性
、細
菌
陽
性

　

女
性
の
尿
検
査
異
常
で
一
番
多
い
所
見
で

す
。女
性
の
外
陰
部
に
は
正
常
な
状
態
で
も
白

血
球
や
細
菌
が
付
着
し
て
い
る
た
め
採
尿
時

に
尿
量
が
少
な
い
と
混
じ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。膀
胱
炎
症
状
が
な
け
れ
ば
様
子
を
見
ま

す
。男
性
の
場
合
は
、尿
路
感
染
症（
尿
道
炎
、

膀
胱
炎
、慢
性
前
立
腺
炎
な
ど
）の
可
能
性
が

あ
る
の
で
再
検
査
が
必
要
で
す
。

副腎

腎

尿管

膀胱
尿道

膀胱

精巣上体（副睾丸）

精巣（睾丸）

陰茎

前立腺
精嚢腺

◎腎尿路系◎男性生殖器

《
血
尿
》

　
血
尿
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
隠
れ

て
お
り
、血
尿
が
出
た
ら
必
ず
泌
尿
器

科
か
内
科
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。特
に
肉
眼
的
血
尿（
目
で
見
て

は
っ
き
り
と
分
か
る
赤
い
尿
）は
、一
度

で
も
出
た
ら
必
ず
泌
尿
器
科
で
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

［腎臓の位置と役割］
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特
集
◦
健
診
で
見
つ
か
る
腎
泌
尿
器
疾
患

血
液
検
査
と
超
音
波
検
査
で

早
期
発
見
し
た
い

腎
臓
病
と
泌
尿
器
が
ん

［
血
液
検
査
］

血
液
検
査
で
異
常
を

指
摘
さ
れ
た
場
合

●
Ｃ
ｒ（
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）

　
→
男
性 

1
・
0
mg
／
dl
以
上
、

　
　
女
性 

0
・
8
mg
／
dl
以
上

　

Ｃ
ｒ
は
腎
機
能
を
見
る
一
般
的
な
検
査
で

す
が
、
体
調
に
よ
っ
て
変
化
し
た
り
、
激
し

い
運
動
を
す
る
方
や
筋
肉
量
が
多
い
方
は
高

め
に
出
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
年
々
上
昇
す
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

●
e
G
F
R（
推
測
糸
球
体
濾
過
率
）

　
→
60
ml
／
min
／
1
・
73
㎡
以
下

　
e
G
F
R
は
Ｃ
ｒ
と
年
齢
・
性
別
で
計
算
し

た
値
で
、
Ｃ
ｒ
が
高
値
に
な
る
と
e
G
F
R

が
低
値
に
な
り
ま
す
。「
腎
臓
で
血
液
を
濾
過

す
る
力
」
を
表
し
ま
す
。
若
年
時
は
90
以
上
あ

り
、
加
齢
と
と
も
に
低
下
し
ま
す
が
60
以
下

は
注
意
が
必
要
で
す
。
腎
機
能
低
下
が
3
ヶ

月
以
上
続
く
場
合
は「
慢
性
腎
臓
病
」
と
し
て

更
に
詳
し
く
調
べ
、
腎
機
能
悪
化
を
予
防
す

る
対
策
が
必
要
で
す
。

●
尿
酸（
Ｕ
Ａ
）→
高
値

　

7
・
0
mg
／
dl
以
上
は
高
尿
酸
血
症
で
す
。

尿
酸
値
が
高
い
と
血
管
障
害
や
動
脈
硬
化
の

原
因
に
な
り
、
関
節
内
に
尿
酸
結
晶
が
溜
ま

る
と
痛
風
に
な
り
ま
す
。
腎
結
石
の
原
因
に

な
る
た
め
泌
尿
器
科
で
も
治
療
し
ま
す
。
8
・

0
mg
／
dl
以
上
は
治
療
の
適
応
で
す
。

●
P
S
A（
前
立
腺
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
）→
高
値

　
P
S
A
4・0
ng
／
ml
以
上
で
高
値
、
前
立

腺
が
ん
は
症
状
が
出
な
い
た
め
、
P
S
A
高

値
の
場
合
は
必
ず
再
検
査
が
必
要
で
す
。
血

液
検
査
で
わ
か
る
P
S
A
は
前
立
腺
が
ん
の

早
期
発
見
に
有
効
で
す
。

［
腹
部
超
音
波
検
査（
エ
コ
ー
）］

腹
部
超
音
波
検
査
で
異
常
を

指
摘
さ
れ
た
場
合

　

腹
部
超
音
波
検
査
で
は
、
腎
、
膀
胱
、
前

のう胞は単発あるいは複数個

健診で見つかる腎泌尿器疾患

性欲

【慢性腎臓病の原因】

分類　 慢性腎臓病（CKD）の
原因となる疾患

内科的疾患　
糖尿病、高血圧症、脂質異
常症、高尿酸血症、 動脈硬
化、腎硬化症 

泌尿器科的
疾患

腎・尿管結石、排尿障害に伴
う腎障害（立腺肥大症、前立
腺がん、神経因性膀胱）

健診で膀胱がんを早期発見、
早期治療につながりました!

事例 　60歳　男性
●無症状
●健診時→尿潜血（3+） 
　　　　　尿蛋白（+）

●受診時→尿潜血(±)蛋白（−） 
尿沈渣 : 赤血球 5-9個/視野
エコー : 膀胱に楕円形腫瘍 

《
慢
性
腎
臓
病（
C
K
D
）》

　
健
康
に
影
響
を
与
え
る
腎
臓
の
構
造
や
機

能
の
異
常
が
、3
ヶ
月
を
越
え
て
持
続
す
る
場

合
は「
慢
性
腎
臓
病
」と
診
断
さ
れ
ま
す
。慢
性

腎
臓
病
の
原
因
は
、糖
尿
病
、高
血
圧
症
、脂
質

異
常
症
な
ど
の
内
科
的
疾
患
、腎
・尿
管
結
石
、

排
尿
障
害
を
来
す
前
立
腺
肥
大
症
な
ど
の
泌

尿
器
科
的
疾
患
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
原

因
の
治
療
や
管
理
を
行
っ
て
、腎
機
能
が
さ
ら

に
低
下
し
て
末
期
腎
不
全
か
ら
人
工
透
析
へ

の
進
行
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

［慢性腎臓病の原因］

［腎のう胞］
単純性腎のう胞 多発性のう胞腎

大小さまざまののう胞が多発して腎組織が菲薄化し、
慢性腎不全に移行する。

腎血管筋脂肪腫 腎がん

白くはっきり見える

膀胱がん

［腎腫瘍］

立
腺
の
異
常
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
腎
の
異
常

　
腎
嚢（
の
う
）胞
、
腎
腫
瘍
、

　
腎
盂
尿
管
腫
瘍
、
腎
結
石
、

　
腎
石
灰
化
、
水
腎
症

　

の
う
胞
は
腎
に
出
来
る
水
胞
の
よ
う
な
も

の
で
、
非
遺
伝
性
の
単
純
性
腎
の
う
胞
、
遺

伝
性
の
多
発
性
の
う
胞
腎（
常
染
色
体
優
性
の

う
胞
腎
）
が
あ
り
ま
す
。
単
純
性
腎
の
う
胞
は

単
発
、
あ
る
い
は
複
数
の
の
う
胞
が
見
ら
れ

ま
す
。
見
つ
か
る
頻
度
は
高
い
で
す
が
、
腎

機
能
に
影
響
し
な
い
の
で
治
療
は
不
要
で
す
。

多
発
性
の
う
胞
腎
で
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
の

う
胞
が
多
発
、
増
大
し
て
腎
組
織
が
菲
薄
化

す
る
た
め
腎
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
慢
性
腎

不
全
に
移
行
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
早
め
の

診
断
、
治
療
で
あ
る
程
度
の
進
行
が
抑
え
ら

れ
ま
す
。

　

腎
腫
瘍
に
は
、
良
性
の
腎
血
管
筋
脂
肪
腫

と
悪
性
の
腎
が
ん
が
あ
り
ま
す
。
腎
血
管
筋

脂
肪
腫
は
脂
肪
と
平
滑
筋
が
混
じ
り
合
っ
た

良
性
腫
瘍
で
、
健
診
で
比
較
的
多
く
見
つ
か

り
ま
す
が
、
4
cm
大
ま
で
は
手
術
を
せ
ず
に

経
過
観
察
し
ま
す
。
ま
れ
に
急
速
に
増
大
す

る
た
め
1
年
毎
の
検
査
が
必
要
で
す
。

　

腎
が
ん
は
早
期
で
は
全
く
症
状
が
な
い
た

め
、
超
音
波
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
で
偶
然
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
腫
瘍
で
す
。

　

腎
盂
尿
管
腫
瘍
は
、
ほ
と
ん
ど
は
移
行
上

皮
が
ん
で
進
行
し
や
す
く
、
膀
胱
が
ん
を
併

発
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
早
期
発
見
が
重
要

で
す
。
血
尿
、
水
腎
症
、
腎
盂
内
の
腫
瘍
を

き
っ
か
け
に
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
膀
胱
の
異
常

　
膀
胱
腫
瘍
、
膀
胱
結
石

　
症
状
が
無
い
こ
と
も
あ
る
膀
胱
腫
瘍
は
、
ほ

と
ん
ど
が
移
行
上
皮
が
ん
で
良
性
腫
瘍
は
ま
れ

で
す
。
超
音
波
検
査
や
血
尿
で
見
つ
か
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

●
前
立
腺
の
異
常

　
前
立
腺
肥
大
、
前
立
腺
結
石
、

　
前
立
腺
石
灰
化

　
前
立
腺
肥
大
は
、
前
立
腺
が
ん
を
併
発
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
は
超
音
波
検

査
で
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、
P
S
A
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
前
立
腺
結
石
、
前
立
腺
石
灰
化

は
病
気
で
は
な
い
の
で
、
様
子
を
見
て
良
い
で

し
ょ
う
。

講演の様子

4 3



特
集
◦
健
診
で
見
つ
か
る
腎
泌
尿
器
疾
患

5050
歳
以
上
は
年

歳
以
上
は
年
11
回
の
受
診
を
！

回
の
受
診
を
！

知
っ
て
お
き
た
い
前
立
腺
が
ん
と
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

知
っ
て
お
き
た
い
前
立
腺
が
ん
と
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

男
性
の
が
ん
罹
患
数
第
１
位

死
亡
率
は
低
い
前
立
腺
が
ん

　
近
年
、
男
性
の
部
位
別
が
ん
罹
患
数
に
お
い

て
、
前
立
腺
が
ん
が
肺
が
ん
や
大
腸
が
ん
を
抜

い
て
第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
予
後
は
良
い
た

め
死
亡
率
が
低
く
、
５
年
生
存
率
は
99
%
以
上

で
す
。
低
リ
ス
ク
が
ん
の
場
合
は
進
行
せ
ず
、

治
療
が
不
要
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
症
状

が
な
く
超
音
波
検
査
で
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
た

め
、
P
S
A
検
査
が
重
要
で
す
。
特
に
50
歳
以

上
の
方
は
、
P
S
A
の
数
値
が
正
常
で
も
年
1

回
は
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

前
立
腺
が
ん
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
P
S
A
検
査
と
は
？

　
P
S
A（
前
立
腺
特
異
抗
原
）は
前
立
腺
で
特

異
的
に
産
生
さ
れ
る
蛋
白
質
で
す
。
精
液
中
に

多
量
に
分
泌
さ
れ
る
蛋
白
分
解
酵
素
で
す
が
血

液
中
に
は
微
量
し
か
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
前
立
腺

が
ん
で
血
中
の
P
S
A
が
上
昇
す
る
こ
と
か
ら

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
が
ん
以
外
で
も
高
値
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、「
P
S
A
高
値
＝
前
立
腺
が
ん
」で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
P
S
A
が
上
昇
す
る
原
因

前
立
腺
が
ん
、
前
立
腺
肥
大
症
、
前
立
腺
炎
、

前
立
腺
の
機
械
的
刺
激（
長
時
間
の
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
、
自
転
車
や
自
動
車
の
運
転
な
ど
）

　
前
立
腺
が
ん
の
確
定
診
断
に
は
前
立
腺
生
検

が
必
要
で
す
が
、
直
腸
診
、
M
R
I
検
査
、
他

の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
、
年
齢
な
ど
を
考
慮
し
て
生

検
の
必
要
性
を
判
断
し
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
検
診
で
が
ん
が

見
つ
か
る
確
率
は
？

　
前
立
腺
研
究
財
団
の「
人
間
ド
ッ
ク
施
設
に

お
け
る
前
立
腺
が
ん
検
診
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
報

告
―
2
0
2
3
年
度
調
査
」
に
よ
る
と
、
前
立

腺
が
ん
検
診
を
行
い
精
密
検
査
の
結
果
ま
で
把

握
で
き
て
い
る
施
設
の
集
計
で
は
、
受
検
者

29
万
6
1
4
名
の
う
ち
精
密
検
査
を
受
け
た

の
は
6
割（
１
万
２
7
5
4
名
）で
、
そ
の
内
の

10
%（
7
3
2
2
名
）
が
前
立
腺
が
ん
で
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
精
密
検
査
を
受
け
る
と
10
%
の

確
率
で
前
立
腺
が
ん
が
見
つ
か
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。

　
宮
城
県
成
人
病
予
防
協
会
に
お
い
て
も
前
立

腺
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年

の
集
計
で
は
受
検
者
数
２
万
９
4
6
9
名
で
、

年
齢
分
布
で
は
50
歳
代
か
ら
70
歳
台
が
多
く
受

け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
１
4
7
8
名（
約

健診で見つかる腎泌尿器疾患

■TEL 022-375-7112 ／ ■FAX 022-375-7117　
■URL https://www.mygsji.or.jp

《泌尿器科の健康サポート
ウロサイトS》
泌尿器科に関する情報が満載のサイト
で、金藤博行先生が自ら管理していま
す。泌尿器科の病気が心配な方は気軽
にアクセスしてみてください。
https://www.knuc.jp

［がん罹患数の順位（2021 年）］

［男性がん統計］

前立腺研究財団による調査［前立腺がん患者数、発見率］

［がん死亡数の順位（2023 年）］

［前立腺生検によるがん発見率］

1位 2位 3位 4位 5位
男性 前立腺 大腸 肺 胃 肝臓

1位 2位 3位 4位 5位 6位
男性 肺 大腸 胃 膵臓 肝臓 前立腺

PSA 4-10ng/ml　    30％の確率で前立腺がんが見つかる
　　　　　　　　     (逆に70%ではがんは見つからない)
PSA 10ng/ml以上　50%の確率でがんが見つかる
PSA 50ng/ml以上　がんの可能性が極めて高い
(泌尿器科の健康サポート ウロサイトSより)

0 4.0 10 50

80％以上50％
がん発見率

PSA値

30％

がんの疑い正常

「前立腺研究財団：人間ドック施設における前立腺がん検診アンケート集計報告　
2023年度調査」より改変

受検者数 290,614

要精査数 12,754

精密検査受診数 7,322

前立腺がん数 763

「前立腺研究財団：人間ドック施設における前立腺がん検診アンケート集計報告　2023年度調査」より改変

＊精密検査を受けると10%でがんが見つかる

4.4%が要精査

精密検査を受けたのは6割

10%が前立腺がん

受診場所 中央 センター 巡回 計 有所見率年代 ドック 定健 特定 ドック 定健 特定 定健 特定
20歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00%
20代 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00%
30代 1 1 0 0 0 0 0 0 2 0.39%
40代 2 1 0 2 0 0 5 0 10 0.63%
50代 18 30 0 22 14 0 61 27 172 2.40%
60代 26 39 0 41 30 1 123 223 483 5.25%
70代 4 17 0 21 13 0 55 497 607 7.09%
80代 2 0 0 0 2 0 0 187 191 8.60%
90代 0 0 0 0 0 0 0 22 22 15.07%

計 53 88 0 86 59 1 244 956 1,487 5.05%141 146 1,200

PSA高値：必ず精密検査を受けてください。 このうち10%が前立腺がん？

10,000
9,000
8,000
7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0 50代 60代 70代 80代 90代40代20代 30代20代未満

（人）

5
％
）
が
P
S
A
高
値
で
要
精
密
検
査
と
判
定

さ
れ
、
年
齢
別
で
は
50
歳
台
2
・
4
％
、
60
歳

台
5
・
2
％
、
70
歳
台
7
・
9
％
、
80
歳
台

8
・
6
％
と
高
齢
者
で
増
え
て
い
ま
す
。
精
密

検
査
を
受
け
た
か
ど
う
か
の
確
認
調
査
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
精
密
検
査
を
受
け
る
と
10
%

に
前
立
腺
が
ん
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
P
S
A
高
値
の
場
合
は
必
ず
泌
尿
器
科
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

P
S
A
検
査

40
歳
以
下
は
検
査
不
要

80
歳
以
上
は
検
査
卒
業

　
前
立
腺
が
ん
は
高
齢
者
に
多
い
疾
患
で
す
。

40
歳
未
満
で
は
前
立
腺
が
ん
は
な
い
の
で

P
S
A
検
査
は
不
要
で
す
。
40
歳
～
50
歳
も

基
本
的
に
は
検
査
不
要
で
す
が
、
前
立
腺
が

ん
の
家
族
歴
が
あ
る
場
合
は
検
査
を
受
け
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
50
歳
以
上
、
特
に
60
歳
、

70
歳
台
は
毎
年
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め

ま
す
。
80
歳
以
上
で
は
、
が
ん
が
見
つ
か
っ

て
も
余
命
に
影
響
し
な
い
た
め
積
極
的
に
精

査
・
治
療
し
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、

そ
れ
ま
で
異
常
が
な
け
れ
ば
P
S
A
検
査
を

卒
業
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

【
最
後
に
】

泌
尿
器
科
受
診
を
要
す
る

健
診
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
泌
尿
器
科
受
診
を
要
す
る
健
診
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。

●
蛋
白
尿
→（
+
）以
上

●
血
尿
→
尿
潜（
+
）以
上
、
尿
沈
渣
で
赤
血
球  

　
5
個
／
視
野
以
上

●
Ｃ
ｒ
→
高
値
、
e
G
F
R
→
60
未
満

●
腹
部
超
音
波
検
査
→
腎
、
膀
胱
、
前
立
腺
の

　
異
常
所
見

●
P
S
A
→
4
ng
／
ml 

以
上

　
該
当
す
る
場
合
は
再
検
査
を
お
勧
め
し
ま

　
す
。

罹患率（人）
（10万人対）

死亡率（人）
（10万人対） 5年生存率(%)

前立腺がん 156.6 22.8 99.1
大腸がん 141.4 47.4 72.4
肺がん 135.6 89.8 29.5
胃がん 125.9 43 67. 5

宮城県成人病予防協会ー2023年集計
［前立腺がん検診　受検者数］総数 29,469 人

［年齢別がん発見率］ 
精密検査を受けてがんが見つかった率

宮城県成人病予防協会 2023年

国立がん研究センター

［前立腺がん］

前立腺

前立腺がん 前立腺がん

前立腺肥大

［前立腺がん検診　要精査数］総数 29,469 人
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国立がん研究センター　がん情報サービス

宮城県成人病予防協会　2023年
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事業所探訪 事業所探訪

当
協
会
で
受
診
し
て
い
る
健
康
診
断
の

内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

当
社
ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
は
１
９
７
０
年
10
月

に
開
局
し
た
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
局
で
す
。「
宮

城
に
根
差
し
、宮
城
を
元
気
に
す
る
」を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
放
送
を
続
け
、
昨
年
は
開
局
55

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
宮
城
県
成
人
病
予
防
協
会
の
人
間

ド
ッ
ク
を
年
に
１
回
、
従
業
員
全
員
が
必
ず

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
２
０
０
８
年

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
業
員
数

は
、
２
０
２
５
年
10
月
時
点
で
１
０
９
名
。

20
代
か
ら
60
代
の
社
員
が
働
い
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
局
で
す
か
ら
、
基
本
的
に
一
年
中
休

み
な
く
放
送
を
続
け
て
い
る
た
め
、
様
々
な

部
署
が
あ
る
中
で
も
、
特
に
報
道
部
門
は
夜

勤
な
ど
の
シ
フ
ト
勤
務
が
あ
り
ま
す
。
報
道

以
外
で
は
内
勤
中
心
の
管
理
部
門
、
外
勤
中

心
の
営
業
部
門
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
年
末
の

繁
忙
期
を
前
に
、
秋
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
宮
城
テ
レ
ビ
放
送
様
で
は

職
員
の
健
康
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

テ
レ
ビ
局
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
事
件
や

事
故
が
あ
る
と
不
規
則
な
勤
務
形
態
に
な
る

こ
と
が
あ
っ
た
り
、
災
害
な
ど
の
現
場
を
取

材
す
る
こ
と
で
メ
ン
タ
ル
に
負
担
が
か
か
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
心
と
身
体
の
健
康
を
ケ
ア
で

き
る
よ
う
、
外
部
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

窓
口
を
設
け
ま
し
た
。
社
内
全
体
へ
の
周
知

の
ほ
か
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
窓
口
の
カ
ー

ド
を
従
業
員
全
員
に
配
布
し
、
い
つ
で
も
つ
ら

く
な
っ
た
ら
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。 

　

福
利
厚
生
と
し
て
、
希
望
す
る
従
業
員
に

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
利
用
券
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
小
さ
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
社
内
で
の
階
段
の
利
用
を
よ
び
か
け
て

い
ま
す
。
宮
城
県
庁
に
も
あ
る
の
で
す
が
、

階
段
の
途
中
に「
よ
し
、階
段
で
い
こ
う
」「
た

ま
の
ジ
ム
通
い
よ
り
毎
日
の
階
段
」「
こ
こ
ま

で
上
が
れ
ば
〇
〇
○
カ
ロ
リ
ー
消
費
」
な
ど

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示
し
て
、
と
も
に
楽
し

み
な
が
ら
足
腰
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め

る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
２
０
２
５
年
か
ら
は
女
性
従

業
員
の
た
め
に
本
社
・
支
社
の
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
の
設
置
を
始
め
ま
し
た
。

最
後
に
、
株
式
会
社
宮
城
テ
レ
ビ
放
送
様
の

従
業
員
の
健
康
に
関
す
る
目
標
は
？

　

不
規
則
に
な
り
が
ち
な
テ
レ
ビ
局
の
仕
事

で
す
が
、
毎
年
の
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
を
活

用
す
る
こ
と
で
「
病
気
の
早
期
発
見
や
予
防

に
つ
な
が
っ
た
」「
持
病
を
ケ
ア
し
な
が
ら

し
っ
か
り
勤
務
で
き
て
い
る
」
と
い
う
従
業

員
の
声
も
あ
り
ま
す
。

　

従
業
員
全
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い
ら

れ
る
よ
う
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
で
も
メ
ン
タ
ル

面
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整

え
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

PROFILE
　もともとスポーツやアウトドアが苦
手で、プライベートでは出不精のた
め、室内で運動できるステッパーを
愛用中です。また、毎朝腹筋を150
回とプランクを行っています。カロ
リーに注意したいのですが、ついつ
い食べ過ぎてしまいます。運動は疲
れてくるとさぼりがちですが、特に
人間ドック前は頑張っています。 

経営管理部

吉﨑 真里子 さん

事
業
所
探
訪

第
四
十
四
回
は
…

株
式
会
社
宮
城
テ
レ
ビ
放
送  

様

……………… 　 ………………受診した方からこんな声が届いています !

菅原 翔 さん

編成業務局 業務部

太田 朗 さん

経営戦略局 経営管理部

　昨年55周年を迎えた勤務先と同年代の私。
体力が衰えないように現状維持＋αを心がけて
います。内勤なので、普段から１日に5,000歩以
上は必ず歩くよう歩数チェックしています。また、
妻の協力で、週３～４回は野菜や魚中心のヘル
シー弁当。おかげで血圧や尿酸値などの数値も
改善しました。妻には本当に感謝しています。

　繁忙期は食生活が乱れがちで、人間ドック
の結果をみて「やっぱりなぁ」と感じることもしば
しば。普段は野菜を中心に夕食を食べるように
しています。健康のため、雨の日以外は往復
約10kmの自転車通勤。帰り道はやや登りで
疲れた時はきついですが、７～８年続けていま
す。休日は旅行などで意識的に歩いています。

食生活の乱れは必ず数値に出るので、
自転車通勤と野菜で対策しています。

教
え
ち
ゃ
い
ま
す
！
私
の「
健
康
づ
く
り
」

　

昨
年
の
春
に
、本
社
か
ら
仙
台
市
街
に
あ

る
営
業
局
に
異
動
に
な
り
、そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
平
日
は
頑
張
っ
て
徒
歩
通
勤
を
始
め
ま

し
た
。片
道
２
km
強
、30
分
ほ
ど
に
な
り
ま
す

が
、毎
日
往
復
歩
い
て
い
ま
す
。季
節
の
花
や

緑
、街
の
変
化
な
ど
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
の

で
、楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

休
日
は
朝
か
ら
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
で
散

策
。妻
が
以
前
か
ら
や
っ
て
い
た
の
で
、情
報

を
も
ら
い
な
が
ら
始
め
ま
し
た
。つ
い
歩
き
す

ぎ
て
し
ま
う
の
で
、途
中
で
お
茶
を
し
て
休
憩

し
た
り
、帰
り
は
地
下
鉄
を
利
用
す
る
な
ど
、

無
理
の
な
い
よ
う
に
続
け
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
ゴ
ル
フ
な
の
で
す
が
、ゴ
ル
フ
中
は

荷
物
を
カ
ー
ト
に
預
け
、自
分
は
極
力
カ
ー

ト
に
乗
ら
ず
に
歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

先
日
は
気
づ
い
た
ら
１
日
で
２
万
歩
以
上
も

歩
い
て
い
ま
し
た
。歩
く
機
会
が
増
え
た
せ

い
か
、歩
け
る
量
が
増
え
て
、体
調
も
い
い
で

す
ね
。

　

毎
年
受
け
て
い
る
勤
務
先
の
人
間
ド
ッ

ク
で
、ピ
ロ
リ
菌
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
ん
で
す
。自
覚
症
状
も
全
く
な
く
驚

き
ま
し
た
が
、振
り
返
る
と
以
前「
胃
潰
瘍

の
跡
が
あ
る
」と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。お
か
げ
で
早
め
に
処
置
す
る
こ

と
が
で
き
、今
後
の
リ
ス
ク
を
抑
え
ら
れ
た

の
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
は
食
欲
旺
盛
で「
高
校
生
の
息
子
よ

り
食
べ
る
の
で
は
」と
家
族
に
言
わ
れ
る
ほ

ど
で
す
。そ
れ
で
も
食
べ
過
ぎ
に
は
注
意
し

な
け
れ
ば
と
思
い
、「
間
食
を
し
な
い
」「
食

べ
た
ら
歩
く
」な
ど
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

美
味
し
く
食
べ
て
、普
段
か
ら
運
動
す
る
こ

と
で
健
康
を
維
持
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

営業局 営業部

内山 祐爾 さん 

社 　 　 名 ／株式会社 宮城テレビ放送
略 　 　 称 ／ミヤギテレビ、ミヤテレ
事 業 内 容／放送番組の制作、各種イベントの企画実施、テレビ

CMの販売
設　　　立／1970年（昭和45年） 1月17日　
開　　　局／1970年（昭和45年）10月1日　
資　本　金／３億円　
従 業 員 数／109名（2025年10月時点）
所　在　地
本　　　社／〒983-8611　仙台市宮城野区日の出町1-5-33
　　　　　　TEL：022-236-3411
　　　　　   ［HP］　 https://www.mmt-tv.co.jp/　　
事業開発局・営業局／仙台市青葉区一番町4-6-1
                             仙台第一生命タワービルディング15階
送　信　所／仙台市太白区茂ヶ崎1-3-1（通称：大年寺山）

DATAINFORMATION

通
勤
と
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩

ゴ
ル
フ
で
歩
い
て
体
力
ア
ッ
プ

早
め
に
気
づ
い
た
ピ
ロ
リ
菌

年
１
回
の
人
間
ド
ッ
ク
に
感
謝昨年10月のゴルフ、この日は極力カートを使わず

にプレーしたので、１日に２万歩ほど歩きました。

血圧も尿酸値もコレステロール値も。
改善したのはヘルシー弁当のおかげ。

毎週月～金　午後3時48分生放送

8 7



知
っ
て
っ
て
得
す
る
す
る
健
康
情
報

 
第
　
回

「
骨
量
測
定
」

「
骨
量
測
定
」のの

　
　
ウ
ソ

　
　
ウ
ソ
・・
ホホ
ンン
トト

40

　
　　　

健
康
診
断
で「
骨
量
測
定
」を

受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?

「
健
康
だ
か
ら
骨
も
大
丈
夫
」

「
骨
粗
し
ょ
う
症
は
女
性
の
病
気
」な
ど
、

ま
ち
が
っ
た
情
報
を
信
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
骨
、
実
は
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
、

検
査
や
骨
の
こ
と
、

今
、
知
っ
て
お
く
と
未
来
が
変
わ
り
ま
す
。

知ってって得するする健康情報

S・F さん

宮城県成人病予防協会

附属仙台循環器病センター

施設健診部　臨床検査技師

今回お答えしたのは

PROFILE
心電図、肺機能、眼底、骨密度、体成分、血圧脈波、内臓脂肪
などの検査を担当しています。
受診者様と接する際は、明るく丁寧な対応を意識していま
す。特に高齢の方には、大きな声でゆっくりと話しかけるよ
うに心がけております。趣味は温泉やサウナに行くことで
す。寒い季節は冷えが大敵ですから、身体を温めて元気に
過ごしたいですね。

す
ぐ
で
は
な
く
て
も

リ
ス
ク
大

　

骨
量
が
少
な
く
て
も
、
す
ぐ
に
何
ら
か
の
症
状
が

出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
、
骨
粗
し
ょ
う
症
や
骨
折
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。
す
ぐ
に
対
策
す
れ
ば
、
骨
量
減
少
の

進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

骨密度を上げる、食事と生活習慣のススメ

　
　

食
事
や
運
動
で

増
や
せ
ま
す
!

　

骨
は
、
年
齢
に
関
係
な
く

日
々
作
り
替
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
毎
日
の
食
事

（
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン
D

な
ど
）
や
運
動
、
日
光
を
浴
び

る
こ
と
で
、
骨
量
の
維
持
・
改

善
は
可
能
で
す
！

健
康
で
も

骨
量
の
変
化
に
注
意

　

一
般
的
に
骨
量
は
、
年
齢
と

と
も
に
自
然
に
減
っ
て
い
き
ま

す
。
背
中
や
腰
が
痛
む
な
ど
の

自
覚
症
状
が
出
る
頃
に
は
、
圧

迫
骨
折
の
危
険
も
。
特
に
女
性

は
、
閉
経
後
に
急
激
に
減
少
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
め
の

チ
ェ
ッ
ク
が
大
切
で
す
。

男
性
も
発
症
す
る
の
で

予
防
を

　

女
性
の
発
症
率
が
高
い
骨

粗
し
ょ
う
症
で
す
が
、
男
性

も
加
齢
や
生
活
習
慣
で
骨
量

は
減
少
す
る
の
で
、
発
症
の

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
男
性

も
年
齢
を
重
ね
た
ら
、
定
期

的
に
骨
量
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

て
予
防
す
る
の
が
お
す
す
め

で
す
。

　骨粗しょう症予防には『1日800mg以上のカルシウム摂取が必要』ですが、実際の摂取量は成人男女で1日平均500mg前
後。多くの人が基準値以下、特に女性は不足しがちです。強い骨を作るには食事が大切。カルシウムと共に、吸収を助けるビ
タミンD、骨の形成を促進するビタミンKも摂りましょう。ビタミンDは日光を浴びると生成されるので、日光浴もおすすめ。
また適度に負荷をかけての運動は、骨を強くするのに効果的です。

健康なら骨量は健康なら骨量は
測らなくても大丈夫？測らなくても大丈夫？

骨
量
が
少
な
い
と
、

骨
量
が
少
な
い
と
、

す
ぐ
に
病
気
に

す
ぐ
に
病
気
に

な
り
ま
す
か
？

な
り
ま
す
か
？

骨量を増やすことは骨量を増やすことは
できますか?できますか?

男性も男性も
骨粗しょう症に骨粗しょう症に
なりますか？なりますか？

骨量測定は、骨量測定は、
時間がかかって面倒な時間がかかって面倒な
気がするのですが…?気がするのですが…?

服
を
着
た
ま
ま

5
分
程
で
終
了

　

骨
量
は
、
か
か
と
の
骨

（
踵
骨
）
に
超
音
波
を
当
て

て
測
定
し
ま
す
。
靴
下
は

脱
ぎ
ま
す
が
、
服
は
着
た

ま
ま
で
Ｏ
K
。
計
測
も
5

分
ほ
ど
で
終
わ
り
ま
す
。

痛
み
も
な
く
、
放
射
線
も

使
わ
な
い
安
全
な
検
査
で

す
。

栄養素 食材例

カルシウム

①乳製品
(牛乳、ヨーグルト、チーズ)
②大豆製品(納豆、豆腐)
③小魚類
(しらす、ししゃも、干物)

ビタミンD 鮭、サンマ、サバ、
干ししいたけ、きくらげ

ビタミンK 納豆、ほうれん草、
ブロッコリー

コラーゲン 手羽元、牛すじ、皮付きの魚

【骨密度を上げるための食事と運動】 【過剰摂取に注意すべきもの】
成分 食材例

カフェイン コーヒー、お茶類、
エナジードリンク

アルコール 酒類

リン 加工食品、
インスタント食品

運動の種類 内容例

体重負荷
運動

ウォーキング、
ジョギング、
ダンス、
階段の上り下りなど

筋力トレー
ニング

ダンベル、
チューブトレーニング
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HEALTH TWO-BIRDSスタッフが毎号お届けする
連載コーナー［ヘルスプラス］

　　　　

宮城県栗原市若柳出身。薬剤師とし
て大手製薬会社勤務を経て昭和56
年に入職。健診、診療所、学術の担当
を経て現職。音楽から畑仕事まで趣
味は幅広い。漢方への興味が高じて、
薬草探しに山野を駆け巡る。日本薬用
植物友の会副会長。停電にも負けない

「独立型蓄電システム」を自宅に備え
て、太陽光発電など自然エネルギー
も研究中。「みやぎ里山応援団」代表。

検査センター長

今
こ ん の

野 勇
いさむ

医薬部外品とは何ですか？

シリーズ◎
薬剤師のつぶやき　その32

仙台循環器病センター×仙台健康増進センターの
コラボレーション企画が今号からスタート、
体力向上に役立つ身近な情報をご紹介します。
一緒に健康維持の活動「ケンカツ」しませんか?

「リハビリ」と「運動」の組み合わせで、
体力向上と丈夫な身体作りを目指しましょう！

名　　称　健康増進センター
所 在 地　仙台市泉区泉中央２-24-１
電話番号　022-374-6661
開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　(入館は午前10時～午後５時)
休 館 日　月曜日、年末年始、その他
施設利用　１回　一般大人 510円
HP　https://www.senkenhuku.com/
　　 healthpromotioncenter/

①ここがポイント！
リハビリと運動の違い
一般的に、入院した方が治療の一環とし
て行うリハビリが『運動療法』、健康な方
が行うのが『運動』です。体力を数値で表
すと、－（マイナス）を0（ゼロ）の状態に戻
すのがリハビリ、０（ゼロ）から＋（プラス）
の状態に向上させるのが運動です。

②ここがポイント！
実は重要な外来リハビリ
心疾患で入院された方には、退院時に

『外来リハビリ』をご紹介しておりますが、
様々な理由で通えない方が多く見られ、
再発の危険度が高いです。外来リハビリ
に通えない方または外来リハビリを終え
た方(150日が修了期限)にも運動継続の
ために仙台健康増進センターをご紹介し
ています。

③ここがポイント！
運動を続けるとメリット大
健康な方も継続的な運動でメリットが
得られます。
・体力や心肺機能の向上　　
・認知機能低下の予防
・免疫力低下の予防　　
・骨折や転倒リスクの軽減
・生活習慣病の予防　　
・気分転換やストレス発散
・肥満、高血圧、高血糖などの改善

…等々

どう運動したらいいかわからない…
そんな時は、ぜひご活用ください！

◎入院中
【入院リハビリの役割】
入院中に低下した体力・
筋力を回復する

◎退院後
【外来リハビリの役割】
入院リハビリで回復して
きた体力・筋力を維持
し向上させる

外来リハビリや
運動

入院
リハビリ 0 ＋１-１

［リハビリ・運動と体力のイメージ］

今 回 は

　皆さんが使用する医薬品、医薬部外品、化
粧品については、「医薬品、医療機器等の品質、
有効性及び安全性の確保等に関する法律（薬機
法）」で規制されています。
　よく歯磨きなどの容器や外箱に小さい字で、

「医薬部外品」と表示がある場合には、医薬品
ではなくて、医薬品に準ずる製品として扱わ
れています。
　それには作用が穏やかに効き、その効能や
効果が期待できる成分が入っていますが、病
気やケガを治すことを目的とせずに、予防に
重点が置かれていてシャンプーや歯磨き、育
毛剤、殺虫剤や虫よけなどが該当します。

　薬機法 第二条 第2項 （一部要約）に次のよう
に記載されています。

　「医薬部外品」とは、次の①～③で、人体
に対する作用が緩和なものをいう。

①次の目的のために使用される物で、機
械器具でないもの
吐き気・その他の不快感の防止／口臭・
体臭の防止／あせも・ただれ等の防止
／脱毛の防止／育毛又は除毛

（疾病の治療・診断・予防が目的のもの
や、人体に強く作用するものを除く）

②ねずみ、ハエ、蚊、蚤などの防除を目
的としたもので、機械器具等ではない
もの

③その他、厚生労働大臣が指定するもの

　皆さん知っていましたか？　たまに、「医薬部
外品」を「体の外に使用する薬」と思って間違って
いる方がいますので注意してください。

ケンケンカカツツ
健康
維持
の活動をご一緒に！

心肺機能を鍛えて、心配のない生活へ。

運動 ◎リハビリ終了後
【習慣的な運動の役割】
病気やけがをする可能性
を減らせる
心身の健康を図ることが
できる

仙台循環器病センターでは、退院後も心臓リハビリが必要な方のために、外来
でのリハビリを継続しております。さらに、外来リハビリを終えた後も運動を
続けて健康を維持したい方に、仙台健康増進センターをご紹介しています。心
疾患の予防に、適度な運動とその継続はとても大切です。地域資源を活用した
退院後の丈夫な身体作り、今年から始めてみませんか。

「リハビリテーション（以下リハビリ）」と
「運動」を考える

仙台循環器病センター　診療技術部　リハビリテーション科
理学療法士　心臓リハビリテーション指導士　３学会合同呼吸療法認定士

　加藤 勇希さん 

2023年より、仙台循環器病センターで入院リハビリ
を行い退院された患者様、外来リハビリを終えた方を
対象に、運動習慣継続、運動機能維持を目的として、
当院リハビリ科より『健康増進センター』へのご紹介を
開始しています。

リハビリを終えた方や体力を維持し
たい方に多いお悩みが、「１人で運
動を続ける自信がない」「健康のた
めに続けたいけれど適度な運動量が
わからない」などです。そんな時は、
運動の専門知識を持った私たちス
タッフへご相談ください。『ハート
ノート』や仙台循環器病センター様
の『リハビリ栄養増進シート』をお持
ちの方はご持参くださいね！

健康増進センター　健康推進係　保健師　村井 萌未さん 

健康を維持したい地域住民の心強い味方

仙台市健康増進センター

発行:一般社団法人
健康医療クロス

イノベーションラボ
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業務部　TEL.022-375-7112
お問い合わせ

産業医業務活動のご案内
　常時50名以上の労働者が働く事業場では産業医を
選任することが義務付けられております。
　産業医は、以下のような職務を行うこととされてい
ます。

❶ 健康診断、面接指導等の実施及びその結果
に基づく労働者の健康を保持するための措
置、作業環境の維持管理、作業の管理等労
働者の健康管理に関すること。

❷ 健康教育、健康相談その他労働者の健康の
保持増進を図るための措置に関すること。

❸ 労働衛生教育に関すること。
❹ 労働者の健康障害の原因の調査及び再発防

止のための措置に関すること。

　ご契約に付きましては企業規模、実施内
容等によって異なります。
　産業医を選任ご希望の企業経営者ならび
に衛生管理担当者の方は、ご相談下さい。

中央診療所（AER健診ルーム）

仙台循環器病センター
（総合健診センター）

• 24時間予約が可能
•リアルタイムに空き状況の確認が可能
•簡単な予約手続き
•パソコン・モバイルから予約が可能です。

インターネット申し込み
https://www.mygsji.or.jp/kenshin/　

仙台市青葉区中央１丁目3-1 AER12F

人間ドック 各種健診
乳がん・子宮がん検診 肺がん CT

WEB予約のメリット

予約はQRコード・URLから

仙台市泉区泉中央１丁目6-12

人間ドック 各種健診
乳がん・子宮がん検診 脳 MRI

かんたん・便利・確実！
人間ドック・健康診断の
予約はWEB予約で！

かんたん・便利・確実！
人間ドック・健康診断の
予約はWEB予約で！

　

　

古
く
は
、正
月
は
盂
蘭
盆
と
対
応
す
る

も
の
で
、半
年
ご
と
に
先
祖
を
祀
る
行
事

が
行
わ
れ
た
。そ
れ
が
仏
教
と
の
関
わ
り

で
、盂
蘭
盆
は
先
祖
供
養
、正
月
は
神
祭

と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
く
な
っ
た
。し

き
た
り
を
強
く
意
識
さ
せ
て
く
れ
る
季
語

は
、正
月
に
格
段
に
多
い
。祖
先
が
多
く
の

行
事
を
厳
粛
に
行
い
、ま
た
日
常
生
活
で

も「
初
」を
冠
し
て
こ
れ
を
尊
び
、心
を
新

た
に
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。そ
の
一
部

を
拙
句
を
交
え
て
解
説
し
た
い
。

　

≪
初
詣
≫

　

も
と
は
元
日
に
、氏
神
あ
る
い
は
恵
方

に
当
る
社
寺
に
詣
で
る
こ
と
だ
っ
た
が
、今

は
思
い
思
い
の
神
社
に
参
る
人
が
多
い
。

【 

日
本
が
こ
こ
に
集
ま
る
初
詣　
　山

口 

誓
子
】　

　

≪
初
空
、初
御
空
≫

　

元
日
の
大
空
を
い
う
。日
本
人
は一
神
教

に
は
馴
染
ま
な
い
。あ
ら
ゆ
る
場
所
や
自

然
の
風
物
に
神
を
見
出
す
民
族
だ
。　

【 

神
多
き
山
河
に
生
れ
初
御
空　

  

北
舟
】　　
　

　

≪
お
年
玉
≫

　

お
年
玉
は
子
ど
も
達
の
楽
し
み
だ
け
で

は
な
い
。こ
ん
な
微
笑
ま
し
い
句
も
あ
る
。

【 

年
玉
を
妻
に
包
ま
う
か
と
思
ふ　
　

後
藤 

比
奈
夫
】

　

残
念
な
が
ら
、先
の
大
震
災
で
は
、多
く

の
子
供
が
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【 

か
の
世
で
も
皆
貰
ひ
し
や
お
年
玉　北

舟
】

　

≪
初
暦
≫　

　

年
明
け
て
、そ
の
年
の
暦
を
使
い
は
じ

め
る
こ
と
や
使
う
暦
そ
の
も
の
を
い
う
。

【 

初
暦
壁
に
残
れ
る
津
波
跡	      

北
舟
】　　
　

　

≪
初
声
≫

　

元
日
の
朝
早
く
囀
る
も
ろ
も
ろ
の
鳥
の

声
を
い
う
。鳥
の
声
を
寝
床
で
聞
く
の
も

元
日
な
ら
で
は
の
気
分
だ
。

【 

初
声
や
定
か
な
ら
ざ
る
在
り
処 

北
舟
】　　

　

≪
初
電
話
≫

　

こ
の
頃
で
は
、初
メ
ー
ル
な
ど
も
あ
る
。

【 

最
後
ま
た
身
体
の
話
初
電
話　

 

北
舟
】　　

　

≪
初
芝
居
≫

　

正
月
に
行
わ
れ
る
歌
舞
伎
な
ど
の
芝
居

興
行
を
初
芝
居
と
い
う
。と
く
に
初
芝
居

の
見
物
は
贅
沢
な
気
分
を
味
わ
え
る
。

【 

鬢
付
け
の
匂
ふ
客
席
初
芝
居　

  

北
舟
】

　

こ
れ
か
ら
一
年
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い

年
に
な
る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

正
月
の
し
き
た
り
と
俳
句

医
師
　
平
山
　
隆

仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

【
俳
号
　
平
山
　
北
舟
】

　

芳
縁
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

２
０
２
２
年
に
医
療
法
人
芳
縁
会
が
設
立
さ

れ
、
２
０
２
３
年
に
春
山
内
科
小
児
科
医
院

よ
り
事
業
承
継
し
、
現
在
の
診
療
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
当
院
は「
信
頼
さ
れ
、
結
ば

れ
る
ご
縁
を
大
切
に
」と
い
う
理
念
の
も
と
、

地
域
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
身

近
な
か
か
り
つ
け
医
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

体
調
の
不
調
だ
け
で
な
く
、
生
活
背
景
や
ご

家
族
の
状
況
ま
で
含
め
て
向
き
合
う
丁
寧
な

診
療
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
小
児
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
く
診
療

し
、
一
般
内
科
・
外
科
に
加
え
て
健
康
診
断
、

予
防
接
種
、
生
活
習
慣
病
や
慢
性
疾
患
の
管

理
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
院
内
処
方
を
導

入
し
て
い
る
た
め
、
診
察
後
そ
の
ま
ま
お
薬

を
お
渡
し
で
き
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
や
お

子
さ
ま
連
れ
の
方
に
も
安
心
で
す
。

　
ま
た
当
院
で
は
、
医
療
法
人
内
で
の
支
援

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
医

療
連
携
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
仙
台
循
環

器
病
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
医
療

機
関
と
連
携
し
、
情
報
共
有
や
紹
介
連
携
を

密
に
行
う
こ
と
で
、
必
要
な
時
に
迅
速
に
高

度
医
療
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

域
の
中
で
日
常
診
療
を
支
え
つ
つ
、
将
来
の

医
療
ニ
ー
ズ
も
見
据
え
た
継
続
的
な
協
働
を

行
う
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　
通
院
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
同
法

人
の「
芳
縁
在
宅
診
療
所 

八
幡
」
が
訪
問
診

療
に
よ
り
ご
自
宅
を
お
伺
い
し
、
外
来
で
築

い
た
信
頼
関
係
を
そ
の
ま
ま
在
宅
医
療
へ
引

き
継
ぎ
ま
す
。
さ
ら
に「
芳
縁
ケ
ア
プ
ラ
ン

セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
医
療
と

介
護
が
法
人
内
で
結
び
付
き
、
通
院
か
ら
在

宅
、
介
護
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
在
宅
医
療
は
24
時
間
対
応
体

制
を
整
え
、
夜
間
や
休
日
の
急
変
時
に
も
寄

り
添
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
言
語
診
療
に
も
対
応
し
て
お

り
、
外
国
籍
の
方
も
安
心
し
て
ご
相
談
い

た
だ
け
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
医
療
を「
病
気
を
診
る
こ
と
」だ
け
で
は
な

く
、「
そ
の
人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
」
と

捉
え
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
む
医
療

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、患
者
さ
ま・ご
家
族・地
域・

医
療
・
介
護
の“
ご
縁
”を
つ
な
ぎ
、
地
域
に

安
心
を
育
む
拠
点
と
し
て
、
信
頼
さ
れ
る
医

療
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
寄
り
添
い
、
信
頼
さ
れ
る
医
療
を
め
ざ
し
て　

ー
信
頼
さ
れ
、
結
ば
れ
る
ご
縁
を
大
切
に
ー

仙台市泉区松陵4丁目2-5
電話：022-375-8023

医療法人芳縁会
芳縁在宅診療所八幡
仙台市青葉区
八幡2丁目1-25

白河在宅支援診療所
福島県白河市
泉田池ノ上83-1

近藤クリニック
東京都中野区
中野3丁目27-20

ジャ・ウェンティン 理事長

東北学院大学

仙台白百合
女子大学

松陵
中学校前
バス停

泉松陵小学校

仙台市泉松陵
コミュニティ
センター

松陵中学校
ヤマザワ
松陵店

至泉塩釜線

松陵公園
野球場

芳縁ファミリークリニック56

4

　
芳
縁
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ん

は
、「
家
族
み
ん
な
の
か
か
り
つ
け
医
」

と
し
て
、
皆
さ
ま
の
健
康
を
支
え
て

お
ら
れ
る
地
域
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
す
。

　
内
科
、
消
化
器
科
、
小
児
科
、
外

科
を
中
心
と
し
た
診
療
に
加
え
、
予

防
接
種
や
健
康
診
断
な
ど
、
予
防

の
観
点
か
ら
も
皆
さ
ま
の
健
康
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
法
人
の
芳
縁
在
宅
診

療
所
八
幡
さ
ん
で
は
、
訪
問
診
療
も

行
っ
て
お
り
、
芳
縁
会
と
し
て
シ
ー
ム

レ
ス
な
医
療
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
記
事
へ
の
協
力
依
頼

を
こ
こ
ろ
よ
く
引
き
受
け
て
く
だ

さ
っ
た
、
ジ
ャ
・
ウ
ェ
ン
テ
ィ
ン
理
事

長
様
、
鈴
木
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
様
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
に
安

心
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

仙台循環器病センターより

芳縁ファミリークリニック

連携医のご紹介連携医のご紹介

芳縁ファミリークリニック

［アクセス］
宮城交通バス「松陵中学校前」
バス停から徒歩5分

左から、仙台循環器病センター八木院長、
芳縁会ジャ・ウェンティン理事長
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

佐伯一麦
SAEKI Kazumi

　
こ
の
秋
の
東
北
の
大
き
な
話
題
と
言
っ
た
ら
、
や

は
り
異
常
な
熊
の
出
没
の
ニ
ュ
ー
ス
と
な
る
だ
ろ

う
か
。
私
が
住
ん
で
い
る
の
は
仙
台
市
の
大
年
寺

山
（
頂
に
三
基
の
テ
レ
ビ
塔
が
立
っ
て
い
る
の
が

目
印
で
す
）
に
あ
る
集
合
住
宅
だ
が
、
十
月
十
九

日
に
す
ぐ
近
隣
の
小
径
で
熊
が
目
撃
さ
れ
た
。
そ

れ
ま
で
も
、
麓
の
ほ
う
で
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
蜂

蜜
を
集
め
て
い
る
養
蜂
園
が
熊
の
被
害
に
遭
っ
た

こ
と
は
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
近
く
に
現
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

熊
は
体
長
一・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
野
草
園
に

隣
接
す
る
北
西
の
山
林
に
逃
げ
た
と
い
う
。
目
撃
さ

れ
た
直
後
に
は
、
市
の
広
報
車
が
や
っ
て
来
て
、
盛

ん
に
熊
に
注
意
す
る
よ
う
に
喚
び
か
け
て
い
る
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
、
自
宅
で
も
聞
こ
え
て
い
た
。

　
紅
葉
が
見
頃
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
散
歩
も
ま
ま

な
ら
ず
残
念
だ
。
熊
が
目
撃
さ
れ
る
前
に
散
歩
し
て

い
て
気
付
い
た
こ
と
あ
っ
た
。例
年
こ
の
時
季
に
は
、

オ
ト
シ
ブ
ミ
の
仲
間
の
一
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
虫

で
あ
る
チ
ョ
ッ
キ
リ
の
し
わ
ざ
に
よ
る
枝
葉
付
き
ド

ン
グ
リ
が
道
に
落
ち
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
。

チ
ョ
ッ
キ
リ
は
、
ド
ン
グ
リ
に
穴
を
開
け
て
そ
こ
に

卵
を
産
ん
だ
あ
と
、
葉
の
付
い
た
枝
ご
と
切
り
落
と

す
。
そ
の
ド
ン
グ
リ
を
よ
く
見
る
と
、
針
で
突
い
た

痕
く
ら
い
の
小
さ
な
黒
い
点
が
必
ず
あ
る
。

　
そ
れ
が
こ
の
秋
は
、
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
。

熊
が
街
に
出
て
来
て
い
る
理
由
を
、
山
の
ド
ン
グ

リ
や
山
毛
欅
の
実
の
生
り
が
悪
く
大
凶
作
だ
か
ら
、

と
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
解
説
し
て
い
る
の
を
聞
い

て
、
た
し
か
に
そ
う
か
、
と
頷
か
さ
れ
た
。
ド
ン

グ
リ
そ
の
も
の
の
実
り
が
悪
い
の
で
、
熊
同
様
に

チ
ョ
ッ
キ
リ
も
困
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
熊
を
題
材
に
し
た
文
学
と
い
え
ば
、

羆
（
ひ
ぐ
ま
）
が
開
拓
民
を
襲
っ
た
三
毛
別
羆
事
件

を
モ
デ
ル
に
し
た
吉
村
昭
の
『
羆
嵐
』
の
よ
う
な
作

品
が
あ
る
一
方
で
、
人
間
に
親
し
み
の
あ
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
も
魅
力
的
な
よ
う
で
、
児
童
文
学
と

し
て
は
Ａ
・
Ａ
・
ミ
ル
ン
の
「
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
」、

マ
イ
ケ
ル
・
ボ
ン
ド
の
「
く
ま
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
」

な
ど
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
。

　
純
文
学
で
も
、
思
い
当
た
る
と
こ
ろ
で
は
、
川
上

弘
美
の
「
神
様
」
は
、
語
り
手
の
「
わ
た
し
」
が
く

ま
に
さ
そ
わ
れ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
た
あ
と
、
抱
擁
を
交
わ
し
て
、
く
ま

の
神
様
の
恵
み
を
感
じ
る
話
で
あ
り
、
ま
た
ド
イ
ツ

在
住
の
多
和
田
葉
子
の
「
雪
の
練
習
生
」
は
、
ベ
ル

リ
ン
動
物
園
で
人
工
飼
育
さ
れ
た
人
気
者
の
シ
ロ

ク
マ
「
ク
ヌ
ー
ト
」
に
至
る
白
熊
の
三
代
記
を
描
い

て
い
て
、
た
ん
な
る
熊
の
擬
人
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、

人
の
擬
熊
化
と
い
っ
た
双
方
向
性
を
持
っ
た
視
点

が
魅
力
的
な
作
品
だ
っ
た
。

　
そ
の
多
和
田
さ
ん
が
こ
の
秋
に
一
時
帰
国
し
た
折

に
、
文
学
賞
の
選
考
会
で
席
が
隣
と
な
っ
て
、
熊

出
没
に
つ
い
て
の
雑
談
と
な
り
、
い
ま
で
は
熊
を
親

し
み
の
あ
る
存
在
と
し
て
描
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
、
ほ
ん
と
う
に
、
と
つ
く
づ
く
語
り
合
っ
た
こ
と

だ
っ
た
。

三病息災 第45回

「熊と文学」

Profile
1959年、宮城県生まれ。1984年、第3回海燕
新人文学賞を受賞して以来、数々の賞を受賞。
代表作は『ショート・サーキット』『ア・ルース・ボー
イ』『遠き山に日は落ちて』『鉄塔家族』『ノルゲ 
Norge』『還れぬ家』（新潮社）、『光の闇』（扶
桑社）、『渡良瀬』（岩波書店）、『空にみずうみ』

（中央公論新社）、『山海記』（講談社）、『麦の
日記帖』（プレスアート）、近刊「ミチノオク」（新
潮社）。仙台市在住。仙台文学館館長。

「誰？」
（作・撮影　神田美穂）

一般財団法人  宮城県成人病予防協会では、人間ドック・各種健康診断・外来診療を
実施しています。健康診断は個人でも受診いただけますので、生活習慣病が気になり
始めたら、どうぞお気軽にご相談ください。

地下鉄
泉中央駅

七十七銀行

アオキ

泉警察署

イズミティ21 泉区役所

仙台循環器病センター

セルバ

セルバテラス

仙
台
駅西

口
東
口

PARCO

ロフト
ヤマダ電機
LABI 仙台

中央診療所
（アエル内）

青葉通

中央診療所
仙台市青葉区中央一丁目3-1　アエル12階
▶アエル健診ルーム	 TEL.022-375-7113
▶アエルクリニック	 TEL.022-263-4053

仙台循環器病センター
仙台市泉区泉中央一丁目6-12	 TEL.022-372-1111（代）
総合健診センター
▶施設健診	 TEL.022-375-7113
▶巡回健診	 TEL.022-375-7112

中央診療所レディースクリニック
仙台市青葉区中央一丁目3-1　アエル10階
TEL.022-263-4051

健診で安心を。診療で健康を。

　健康診断・人間ドックに関するお申し込みはこちら
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